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農薬・肥料使⽤量についての関⼼は、花では2018年を底に、緩やかな上昇基調
2023年は7ポイント上向き 野菜でも改善 認証の低迷と環境意識は別か
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規格の選好と価格設定

2023年度物流関連テーマ（新規）
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このセクションでは、次の問いに答えていく

ホームユースの花について
・⽣活者が望む規格（サイズ）は？

・⽣活者にとって、アップサイクルの利点は何か？
それを どう伝えるべきか？
※ロスフラワー、スマートフラワー含む

・サイズのコンパクト化や アップサイクルは、花を選ぶ際、
どれくらい魅⼒度アップにつながるか？

・花の価格設定は どうすべきか？
価格感度（季節の花・10本程度の花束）

⺟の⽇の花贈りについて
・購⼊経験は？

・⺟の⽇の花贈りについて、⽣活者はどう感じているか？
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ホームユースの花
⽣活者が望む規格（サイズ）は？
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●飾っているサイズ、最適なサイズ（⾃宅⽤切り花）

花も植物でも、短めが⼈気
切り花の最適サイズ（単⼀回答） 92％が40㎝未満を希望（20㎝未満だけで37%）
実際に飾っているサイズ（複数回答） ⼩さめ 40㎝以上は少ない

花
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注：飾っているサイズは複数回答、最適と思うサイズは単⼀回答、いずれも想定を含む
出典：国産花き⽣産流通強化推進協議会（2023）「花の消費選好」（調査委託：ゲルダ・リサーチ）

Q12
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植物でも、合「40㎝未満」が最適とする⼈が計88%、「20㎝未満」だけでも34%
実際には、1m超の植物を飾っている⼈も（2％）
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出典：国産花き⽣産流通強化推進協議会（2023）「花の消費選好」（調査委託：ゲルダ・リサーチ）

●飾っているサイズ、最適なサイズ（⾃宅⽤植物） Q12
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ホームユースの花
⽣活者にとって、アップサイクルの利点は何か？
利点を どう伝えるべきか？
※アップサイクルは、ロスフラワー、スマートフラワー含む
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●アップサイクルの利点（ロスフラワー、スマートフラワーなど）

利点は まず「実利」、次いで「サステナブル」「クリエイティブ」
まず合理的なベネフィットを感じてもらいつつ、アピールすべき？

※「アップサイクル」の定義…花の規格等を⾒直し、短い茎や未利⽤・廃棄部位も⽣かし、新しい価値として提案
する取り組み 流通や環境への負荷を軽減しながら、⾃由に花を楽しんでもらうことを狙いとする花
ロスフラワーやスマートフラワーも含む
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出典：国産花き⽣産流通強化推進協議会（2023）「花の消費選好」（調査委託：ゲルダ・リサーチ）

Q13
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ホームユースの花

サイズのコンパクト化や アップサイクルは、
どれくらい 花束の 魅⼒度アップに つながるか？
花の価格設定は どうすべきか？
価格感度を探る（季節の花・10本程度の花束）
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スペックが異なる花束から３位までの好みを選ぶ形で、属性の重要度を調べる
属性とその⽔準
サイズ（⼩さめ／標準）
スタイル（季節の花／⽬新しい花）
⽇持ち（5⽇／10⽇）
アップサイクル（アップサイクル／通常品）

©Gerda Research

● ⾃宅⽤切り花 規格⾒直しにより、花の魅⼒がどれくらい増すか Q14

選択肢 商品 サイズ スタイル ⽇持ち アップサイクル

1 商品 1 ⼩さめ 季節の花 5⽇ アップサイクル

2 商品 2 ⼩さめ 季節の花 5⽇ 通常品

3 商品 3 ⼩さめ ⽬新しい花 10⽇ アップサイクル

4 商品 4 ⼩さめ ⽬新しい花 10⽇ 通常品

5 商品 5 標準 季節の花 10⽇ アップサイクル

6 商品 6 標準 季節の花 10⽇ 通常品

7 商品 7 標準 ⽬新しい花 5⽇ アップサイクル

8 商品 8 標準 ⽬新しい花 5⽇ 通常品

特徴の異なる花束（８パターン）から、好きな順に3位まで選んでもらう




